
ジェンダー平等への取り組み

誰もが自分らしく生きられる社会に向けて

ジェンダー平等の実現に向けた3つの視点
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人々の
意識・行動変容

※１ 女性がジェンダーに基づく差別や問題に気づき、主体的に判断・実践する力や自己決
定する力などをつけていく取り組みやプロセス。

※２ ここでは、性的指向や性自認、身体的性、性別表現（62*I(6C）を含める。
※３ ここでは、営利を目的とする企業が本業との関係で取り組むジェンダー視点に立った

活動、あるいは、そうした取り組みをする企業、とする。
※４ 守秘義務の順守や人権尊重を原則とし、被害者の安全と本人の選択を最優先して課題

解決を促す支援アプローチ。

世界の潮流とJICAの取り組み
ジェンダー平等は、人間の安全保障の実現に不可欠な
普遍的な価値です。SDGsの中でジェンダー平等と女性
のエンパワメント※1の推進は目標５であるとともに、公正
で持続可能な開発の実現におけるその重要性に鑑み、17

すべての目標の達成のための必須条件とされています。
JICAグローバル・アジェンダの一つ「ジェンダー平等

と女性のエンパワメント」では、誰もが性別※2にとらわれ
ず、尊厳を持って自分らしく生きられる社会の実現を目
指しています。それに向けてJICAは、あらゆる事業でジェ
ンダーの視点を取り入れることを推進しています。その
際、①法律や政策・制度、組織の変革、②女性や女児の能
力強化、③男性を優位とする社会規範や人々の意識・行動
の変容の3つを踏まえることが必要です。

JICAは、特にジェンダー平等と女性のエンパワメント
の実現に向けて「ジェンダースマートビジネス（GSB）※3

の振興」と「ジェンダーに基づく暴力（SGBV）の撤廃」に
取り組んでいます。ジェンダースマートビジネスの振興
に向け、良質な金融サービスを手の届く価格で利用でき
る金融包摂や女性による起業、リーダーシップ、就労の
促進を図っています。また、ジェンダーに基づく暴力の撤
廃に向け、被害当事者の保護・救済および自立・社会復帰
のための制度整備や人材育成、社会の意識・行動変容を
促進しています。

ジェンダーに基づく暴力の撤廃に向けて
　ジェンダーに基づく暴力とは、「女性らしさ」や「男性ら
しさ」など社会文化的につくられた性役割や性規範、不
平等な力関係を背景に振るわれる暴力を指します。世
界の女性の 3分の1以上が、生涯で身体的・性的暴力を
経験しています。この暴力にはドメスティックバイオレ
ンスや性暴力、性的搾取のほか、人身取引や児童婚、名
誉殺人、女性性器切除も含まれます。

JICAは、「ジェンダーに基づく暴力の撤廃」に特化し
た事業戦略を2023年に策定し、①地域社会におけるサ
ポーターの育成、②被害者中心アプローチ※4を実践する

専門人材の育成、③政策・制度の整備および支援サービ
スの強化に取り組んでいます。暴力を許容せず、被害を
受けた女性や少女が適切な支援サービスを受け、尊厳
を持って安全に生きられる社会づくりを目指します。
　紛争の影響下や災害後は、女性は男性よりも負の影
響を受ける傾向があり、ジェンダーに基づく暴力のリス
クが高まります。2000年に平和・安全保障の文脈に「女
性」を関連付けた初の「女性・平和・安全保障（WPS）に
関する国連安保理決議第1325号」が採択されて以降の
一連の決議では、女性のニーズに即した支援を行うこ
と、ジェンダーに基づく暴力からの保護と予防、女性の
人権保護、紛争後の復興における女性の参画推進など
が必要とされています。

JICAは、ジェンダーに基づく暴力の撤廃のための協力
を南スーダン、ケニア、パキスタンなどの紛争の影響が
ある国で実施しています。また、ジェンダーの視点に立っ
た日本の防災や災害復興経験を生かした研修などを実施
し、女性・平和・安全保障の推進に貢献しています。
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